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国 

 

語 

○知識・技能を身につけさせる

ために、目標をもって課題に

取り組ませ、基礎基本を身に

つけさせる。○自ら考え、伝

える指導を通して、生徒の思

考力･判断力･表現力を養う。 

○知識・技能を身につけさせる

ために、目標をもって課題に

取り組ませ、基礎基本を身に

つけさせる。 

○図書館を使った調べる学習

等に取り組み、主体的に学習

に取り組む態度を養う。 

○挙手や発言など意欲的に取

り組んでいると回答した生

徒は６割だが、課題や授業

内での記録は９割の生徒が

できていると回答した点か

ら、人前への苦手意識や自

分の考えへの自信のなさな

どが読み取れる。 

○課題に粘り強く取り組む姿

勢が８割と上がってきた

が、計画性や振り返る力を

向上させていくことが課題

である。 

○生徒が考え、互いが話し合

う機会を増やし、話し合い

で考えを深める中で、自分

の意見に自信をもてるよう

工夫する。 

○板書を写すなど言われたこ

とを忠実にこなすだけでな

く、さらに発展的な視点や

活動を意識させる。 

○取り組んだことに対する振

り返りを必ず行い、次の活

動につながるようにする。 

○意見発表など活動を継続し

て行い、生徒の自信につな

げるようにする。 

○良かった生徒の作品やノー

トなどまとめ方の参考にな

るような物を提示し、視覚

的にアプローチする。 

○定期考査や小テストにおけ

る振り返り時間を確保し、

「計画性」「粘り強さ」「振

り返る力」の３点にどれだ

け取り組んだかを振り返ら

せ、どのように改善すべき

かを考えさせる。 

社 

 

会 

○社会的な「見方・考え方」を

働かせることで、知識の概念

的理解を促す。 

○「問い」を生み出し、その解

決に向け追究する機会を積

極的に設ける。 

○「広い視野」に立って考察が

深められるよう、少人数によ

るグループワークや体験的

学習を取り入れる。 

〇世の中のこと＝社会の現実

に目を向け、それをひとごと

ではなく自分の問題にしよ

うとすることで、主権者意識

の醸成につなげていく。 

○生徒の授業アンケートから

は、「振り返る力」と「粘り強

さ」「計画性」に課題があるこ

とが読み取れた。現状では、

学習における PDCA サイク

ルが確立できていない。年間

を通して、どのように学習が

進んでいくのか、定期考査が

いつあるのかを把握して長

期的スパンで学習計画を立

てるにいたっていない。 

○授業には意欲的に取り組む

ことができている。提出物や

小テストなどの日常的な学

習に励む習慣の確立ができ

ていない生徒も多い。 

○「深い学び」の実現のために

は、生徒たちが学習や人生に

おいて社会的な「見方・考え

方」を自在に働かせられるよ

うにする必要がある。そのた

めには、既習事項をふまえて

追究的な学習を定期的に実

践する。 

○学習の PDCA サイクルを定

着させるために、学習のモデ

ルケースを提示する必要が

ある。また、併せて日常的な

家庭学習も促す。 

○社会的な「見方・考え方」を

自在に働かせるため、「問い」

を生みだす社会科の授業実

践に努める。そのための手段

として、史資料を活用し、そ

れに対してグループワーク

等で「気づき」や「問い」を

引き出し、クラス全体で共有

していく。 

○社会科の学習進度について、

教科連絡用のプリントなど

を活用して知らせ、計画性を

促す。また、プリントを通じ

て家庭学習を促すために、生

徒の模範的実践例も共有さ

せる。 

数 

 

学 

○単元に応じて、課題解決型学
習を取り入れる。 

〇単元の節目で、振り返りシー 

トを記入させたり、単元テス 

トを実施したりすることで 

自ら課題を分析し、学習を調 

整する力を養わせる。 

○習熟度に応じた授業を実践

する。 

【基礎】教科書の問や基本の問
題、章末問題Ａのレベルを重

点的に取り組み、基礎基本の
定着を図る。また、章末問題
Ｂや深い学びは選別しなが

ら、応用問題も取り組ませ
る。 

【標準】教科書の学習内容に取

り組み、基礎基本の確かな定

〇単元テストや定期考査等の
結果を分析すると思考・判

断・表現の観点に関する問題
の正答率が低く、授業の中や
課題では解答を導くことが

できている生徒もテストで
は結果が出せていないので、
考え方や解き方の手順が定

着していないことがわかる。 

○生徒の授業アンケートで 

「課題をきちんとやって授業

に臨んでいるか。」 

あてはまる 61.4% 

「提出物や定期考査に対して、

見通しをたて、計画的に学習
に取り組んでいるか。」 

あてはまる 35.7% 

以上の結果から、授業で学習

〇全ての単元に必要とされる
計算処理能力の定着・向上を

目指す。 

○複数の数学的知識を必要と
する課題解決型学習に取り

組ませ、既習内容の定着を図
るとともに、数学的思考・判
断・表現力の伸長を目指す。 

〇解法に向けてのすじ道を考
え、粘り強く取り組み、解答
を導く態度を養う。 

〇課題を計画的に提示するこ

とで、自ら主体的に学習に取

り組む態度を養い、併せて家

庭学習の習慣化を図る。 

〇定期考査の他に、単元テスト

や長期休業中の課題確認テ

ストを実施し、その結果から 

 習熟度別に課題を分析し、指

導目標を定め、実践する。 

【基礎】文字式や方程式の基礎

演習を増やし、計算技能の定

着を図る。教科書の章末問題

を中心に課題解決型問題に

取り組み、解答を導くための 

 手順をパターン化し、自らも

解こうとする態度を養い、意

欲を引き出す。 

【標準】文字式や方程式の基礎

演習を定期的に行い、計算力

の向上を図る。教科書の課題



着を図りながら、適宜応用問

題にチャレンジさせ、数学的
な思考力・表現力の定着を図
る。 

【発展】基礎基本を確認しなが
ら、応用問題や発展課題に取
り組む時間を多めに確保し、

数学的な思考力・表現力の伸
長を図る。 

【共通】毎時間、多くの生徒に 

発問し、言語活動の充実を
図る。授業ノートやワーク
等の課題において、途中式

や考え方を丁寧に書かせ、
根拠を明確にして解く習慣
をつける。 

した直後の課題は取り組みや

すいが、課題の範囲や量が増
えると、計画的に進めること
ができなかったり、文章問題

等をやり切れなかったりする 

生徒が多いことがわかる。 

「課題解決において、見通しや

構想をたて、最後まで粘り強
く解決方法を考えている
か。」 

あてはまる 50.0% 

「前時の振り返りをしながら、 

 与えられた学習内容に取り 

組んでいるか。」 

あてはまる 40.0% 

以上の結果らから、基礎基本 

が定着していない生徒や数学 

の知識を活用できない生徒が 

多いため、授業でも自信がな 

く、受身の姿勢が目立つ。 

解決型問題や類題を多く取

り入れ、必要な知識を自らふ

り返り、最後まで粘り強く取

り組ませたり、小グループや 

 クラス全体で考えを発表で

きるようにする。 

【発展】複雑な文字式や方程式

の演習を行い、計算処理の手

順の定着を図る。課題解決型

問題を扱う時間をできる限

り確保し、考え方や解き方を

小グループで共有したり、幾

つかの解法を考えさせる。 

【共通】途中式や考え方の根拠

が明確化せれているノート

やワークのまとめ方を徹底

し、点検時には評価を具体的

に示し、習慣化させる。 

理 

 

科 

○学習内容と日常生活を関連

付けることで、生徒の興味・

関心を高め、意欲的に学習に

取り組めるようにする。 

○実験・観察を計画的に行い、

基本的な技能を身に付ける

とともに、実験プリントの作

成を通じて思考力・判断力・

表現力の育成を図る。 

○実験・観察の結果を分析する

際、既習事項を活用し科学的

な根拠を示して話し合いや

発表ができるよう、意図的に

言語活動の場をつくる。 

○ふり返りシートを用いて、単

元ごとの学習について自ら

ふり返る機会を設け、日常の

学習にフィードバックする。 

○授業規律については十分身

に付いているが、授業に意欲

的に取り組んでいるかとの

質問に肯定的に回答した生

徒は 84％で、生徒の意欲の向

上に課題があった。 

○授業の課題やプリントへの

記入などには 95％以上の生

徒が取り組めているが、日常

的に理科の学習に取り組ん

でいる生徒は 67％弱とやや

少ない。 

○定期考査では既習事項はあ

る程度定着しているが、科学

的な思考や表現力の正答率

には課題が残った。 

○科学的な根拠にもとづいて

思考・発言できている生徒は

85％程度にとどまり、思考

力・表現力を意図的に育てる

場面づくりが必要である。 

○ICT 機器の活用、特にタブレ

ットの活用は不十分である。 

○授業規律を徹底し、落ち着い

た中で授業が行える環境を

つくっていく。 

○生徒が授業に意欲をもって

取り組めるよう、興味関心を

引き出し、学習事項と日常と

の関連や実験・観察の工夫を

行い、授業の充実を図る。 

○実験や観察を行うにあたっ

ては、支援員の協力も仰ぎな

がら、生徒の実態にあわせて

必要な補助を行い、安全に実

施できるようにする。 

○実験や観察の際、結果を分析

して科学的な根拠にもとづ

いて発言や発表をする場面

を意図的につくっていく。 

○タブレット端末を実験結果

の分析や発表の際に利用す

る。 

○始業、終業のあいさつは引き

続き徹底し、落ち着いて授業

ができる環境をつくる。 

○生徒の興味関心を高められ

るよう、使用する教材や実

験・観察の方法を工夫して、

意欲の向上につなげる。 

○２学期以降は実験・観察が増

えるので、生徒が安全に、意

欲をもって活動できるよう

実験方法を工夫する。 

○実験や観察の結果をもとに

科学的な根拠をもって自ら

の考えをまとめ、発表する場

を意図的に多く設定する。ま

た、良い例を全体に示して生

徒の一助とする。 

○タブレット端末を実験結果

の分析や自分の意見をまと

めて発表の際に活用する場

面を設定する。 

英 

 

語 

○日常的な話題の対話や描写

を聞いたり、読んだりして、

内容を理解できるようにす 

る。 

○教科書で学習した英語を自

身の言葉として再話したり、

場面を３文前後で描写でき

るようにしたりする。 

○身近な日常的話題や、社会的

な話題について、既習の語句

や文構造を使って 20 語以上

で話したり、30 語以上で書

いたりすることができるよ

うにする。 

○教科書で学習した語句、文構

造を学習活動、言語活動を通

して身に付けさせる。 

○音読筆写、語彙や文構造の復

〇教科書本文と同等の内容に

ついては、大意をつかむこと

はできるが、細かな情報の聞

き取りには差異がみられる。 

〇再話や描写の手助けとなる

例文やポイントとなる表現

を例示することで発話に結

び付けることができるよう

になってきた。 

〇タブレットを使いながら話

したり書いたりするための

原稿を作ることはできるが、

難しい単語や表現を使う傾

向が見られる。 

〇単元ごとの復習プリントや

ワークを使い、文構造の理解

につなげているが、１年次既

習事項についての復習が必

〇聞き取ったり、読み取った内

容からさらに詳細な情報を

聞き取ったり読み取れるよ

う指導していく。 

○描写した内容に関連した事

柄について、自分の意見や感

想などをさらに付け加えら

れるようにする。 

○既習の語句や文構造、よく使

われる基本的な単語を用い

た表現を指導していく。 

〇1年次からの既習事項につい

て授業内に計画的に帯活動

のような形で復習を取り入

れていく。 

〇現在の家庭学習に QR コー

ドやタブレットの活用を推

奨していく。 

○各パートの Listen のスクリ

プトを生徒に渡し音読させ

た上、詳細を確認させ再度

音読やリスニングをさせ

る。 

○各パートの Sperking で学ん

だことを踏まえながら、関

連した事柄を口頭や絵、写

真などを提示し、極力簡単

な表現を使ったスピーキン

グ活動につなげていく。 

○文の前後関係や、訳したい

日本語の原義を考えさせる

ことで既習の単語や簡単な

英語表現に置き換える習慣

を身につけさせる。 

○1 年生の教科書の音読や、

簡単な文構造プリントで 1



習を中心に、授業と家庭学習

を関連させ、学習習慣を身に

付ける。 

要な生徒が多く見られる。 

〇家庭課題学習はおおむね習

慣化している。 

年次の既習事項を復習して

いく。 

○QR コードやタブレットを

活用し、既存の家庭学習に

おける発音の確認など、そ

の日に学習したことの復習

活動を充実させる。 

音 

 

楽 

○パート練習やグループ・ペア

活動において、曲にふさわし

い表現を創意工夫し、全員が

主体的に意欲をもって学習

できるようにする。 

○表現「歌唱、器楽、創作」と

鑑賞領域を関連付けて指導

する。 

○学習発表会などの行事や授

業内発表などで目標をもた

せ、一人一人が達成感を得ら

れるように指導する。 

歌唱分野では意欲的に歌う生

徒が多く、指揮などの身体的活

動にも積極的である。今後も男

女ともに正しい姿勢で丹田を

意識した歌い方ができるよう、

毎回声掛けをしていく。また、

鑑賞分野においては、意欲的に

取り組む生徒が多いが、中には

苦手意識があり、取り組みにむ

らがある。「紹介文」において

は、曲を理解しながら自分の言

葉で音楽的価値を見出し、表現

することができた。 

○発声や音楽理論などの基本

的な技能の指導を行う。 

○それぞれの生徒が自分の思

いや意図をもって表現がで

きるように曲想について考

え、話し合う時間を増やす。 

○グループ学習、ペア学習を通

した主体的な学習ができる

ように指導を行う。 

○各学習の目標や視点を明確

にする。 

○教材や教具を充実させる。

（楽曲教材やＡＶ機器、アク

ティブボードなど） 

○合唱指導においては、振り返

りシート、アドバイスシート

を使用する。 

 

美 

 

術 

〇「知識、技能」の造形的な視

点を豊かにするために必要

な「知識」を ICT、等の活用

で指導する。「技能」では制作

手順を考えながら見通しを

もって表すよう「制作記録」

の活用を図る。 

〇「発想や構想の資質・能力」

の向上を目指しワークシー

トや発言等を通じて生徒の

思いや創意工夫など明確に

できるよう指導する。 

「鑑賞」では生徒の見方、感

じ方がどのように変化した

か、それを生徒自身が自覚

できるよう図る。 

〇「主体的な学習に取り組む態

度」では相互評価や自己評価

を学習記録や振り返りカー

ド等に工夫し成就感や課題

意識を引き出す。 

〇「知識」では生徒授業アンケ

ートの「プリントや資料類は

効果的か」に 80％以上の生徒

が「あてはまる」「おおむねあ

てはまる」と答えているが

ICT機器の活用やタブレット

の活用が不十分であった。

「技能」面では生徒授業アン

ケートの「計画性」が他の項

目より 80％弱と低くなって

いるので見通しをもって授

業に取り組ませる。 

〇「鑑賞」ではグループワーク

をする時間が確保できず「コ

ミュニケーション能力」につ

いて 

達成率は 80％と低かった 

〇「主体的な学習」については

85％以上の生徒が目標をもっ

て授業に取り組もうとする意

欲はあるが「計画性」「粘り強

さ」「コミュニケーション能力」

には課題がある。 

〇授業規律は引き続き徹底し

落ち着いた中でアクティブ

な学習場面と集中して制作

に取り組める場面と環境を

設定する。 

〇授業に生徒たちは教員の話

を傾聴しているが理解しな

がら話を聞こうとしている

か、発問を工夫し「知識」を

「暗記」するものだけになら

ないようにする。また ICT 機

器の活用やタブレットの活

用を題材に応じて設定する。 

〇授業中のプリントや制作中

の作品を個別に把握してい

く。 

〇見通しをもって学習に取り

組めるよう「制作記録」や「授

業ノート」など生徒自身が学

習の経過から変容がわかる

ことが必要である 

〇ストップウオッチや提示カ

ードなど授業のメリハリが

明確に伝達できる工夫をす

る 

〇プリントや制作中の作品は

丁寧にチェックし不十分な

生徒には適切な支援をおこ

なっていく。 

〇ICT 機器の活用やタブレット

を有効に活用する。 

〇「制作記録」や「授業ノート」 

 など継続して使用すること

で理解が深まっていること

がわかる書式の工夫。 

 

保

健

体

育 

○授業の規律（集団行動）を徹

底し、安全に配慮をする。 

○運動量を十分に確保し、基礎

体力・基本技能の向上を図

る。 

○生徒が自ら課題をみつけ、既

習事項を活用し、解決に向け

て主体的に取り組む力の向

上を図る。 

○グループ活動を取り入れ作

戦やアドバイスなど互いに

話し合えるよう指導してい

く。 

〇多くの生徒が授業の規律を

守って活動している。また、

生徒授業アンケートで、「授

業中意欲的に取り組んでい

る」と答えた生徒が 88.4%だ

った。残りの 11.6%の個々へ

の指導・支援が必要である。 

〇個々の基礎体力・運動技能の

差が大きい。全体指導と併せ

て技能別での活動を取り入

れていく。 

〇自己の課題をみつけても、解

決するための方法がわから

ない生徒が多い。 

〇具体的な指示が出せる生徒

が少ない。１学期は、個々の

課題解決を行う授業が多か

〇整列や挨拶の徹底、ランニン

グや補強運動を継続的に実

施することで、集団行動や体

力の向上を図る。また、準備

や片付けなどの用具の扱い

やルールを指導し、安全に配

慮させる。 

〇全体指導で、基本技能の定着

を図り、技能別活動を取り入

れて、個々に合った技能の習

得を目指す。 

〇自己の課題に対して、既習事

項を活用し、解決に向けて取

り組めるようにする。 

〇グループ活動を取り入れ、学

び合いの中で、理解を深めさ

せ、技能の向上を図る。 

〇毎時間、体育係の号令による

整列や挨拶、声をそろえての

ランニングや補強運動を継

続的に実施する。各単元の始

めに準備や片付けの仕方、そ

の運動で起こりうるけが等

を事前に指導する。 

〇各単元の始めから中盤にか

けては、全体指導の時間を多

くとり基本技能や知識を身

に付けさせ、中盤から終盤に

かけては、それを活かして課

題解決を行う時間を多くと

る。 

〇模範を示したりアクティブ

ボード等を活用したりする

など、技能のポイントを説明



ったので、２学期以降グルー

プ活動を増やしていく。 

し理解させる。また、各技能

のつまずきや改善するため

の練習方法など提示する。 

〇学習カードやタブレットを

活用させ、グループ内で具体

的な課題や改善方法が出る

よう各グループを巡視し、助

言・指導していく。 

技 

 

術 

・ 

家 

 

庭 

＜技術分野＞ 

○ワークシート等を活用し、エ

ネルギー変換・生物育成に関

する技術の基礎的・基本的な

知識、技能の定着を図る。  

○対話的な学習活動やレポー

トの作成等を通して、問題解

決に必要な思考力・判断力・

表現力を身につけさせる。 

○作業記録表や振り返りシー

ト等を活用して、課題に対し

て粘り強く取り組む姿勢と

自らの学習を調整する力を

養う。 

＜家庭分野＞ 

○基礎的な知識・技能の定着を

図るために、家庭生活で実

践・体験できる課題を主体的

に見つけ、考察し、評価、改

善したことをワークシート

にまとめ発表し合い、思考

力、表現力、判断力の向上を

図る。  

〇消費生活の学習では、生活が

消費行動により成り立って

いることを理解し、消費生活

に必要な基礎的な知識・技能 

 の確実な定着を図るよう指

導する。 

○夏休み、冬休みに調理実習の

課題を設定し、体験の場を増

やすことにより、技能の定着

を図る。 

 

＜技術分野＞ 

○センサーの仕組み、電子部品

の性質等についてワークシ

ートを作成し活用した。基礎

知識がなかなか定着しない

生徒がいる。授業アンケート

の項目「意欲をもって取り組

んでいますか」では 90％以上

の生徒が肯定的な答えをし

ている。 

○センサー、ラジオの製作で

は、お互いに助け合い、教え

合いながら活動ができるよ

うに、３～４人で班をつくり

実習を行った。授業アンケー

トの項目「協力して取り組ん

でいますか」では 90％以上の

生徒が肯定的な答えをして

いる。 

○学期末に振り返りシートに

記入させ、振り返り活動を行

なった。授業アンケートの項

目「より良くなるように考

え、調整しながら取り組みま

したか」では、肯定的な答え

が 78.9%であった。 

＜家庭分野＞ 

〇ワークシートやノートの課

題や作品作りで、習得した知

識・技能を活用し、更に工夫

しようとする生徒が多かっ

た。課題を自ら見つけ考察、

発展させたことをレポート

にまとめ発表し合う課題に

は、消極的になってしまう生

徒が少なくなかった。 

〇消費生活の学習では生活に

必要な知識を理解しようと

関心をもち、質問をする生徒

も多く、授業に積極的に取り

組んでいた。 

〇習得した衣生活・食生活の知

識や技能を、家庭生活で活用

し、体験学習をする機会をも

とうとする生徒は少ない。 

＜技術分野＞ 

〇電気、機械等の領域ごとにワ

ークシートを作成し活用す

ることで、基礎的・基本的な

知識、技能の定着を図る。 

〇機構の製作、生物の育成で

は、助け合い、教え合うこと

ができるように班で活動し、

思考力・判断力・表現力を身

につけさせる。 

○振り返り活動を定期的に行

い、粘り強さと調整する力を

養う。 

＜家庭分野＞ 

〇基礎的な知識・技能を確実に

定着させ、更に応用・発展で

きる能力を高めるために、

ICTを活用し例題を数多く用

いて考察させる指導を行う。 

〇消費生活の基礎的な知識を

習得し、キャッシュレス時代

の購入方法や支払方法、詐欺

被害についての法律など、広

い範囲の消費経済の知識の

習得を図る。    

〇衣食住の分野で習得した知

識や技能を活用し、実生活の

中で自ら考え判断し実践で

きる課題に取り組ませる。基

礎的な技能の定着と、生活を

工夫し、創造しようとする実

践的な態度を養う。 

 

 

 

＜技術分野＞ 

〇ワークシートを作成し活用

する。動画等を利用しながら

丁寧な説明を行う。 

〇グループによる活動を継続

していく。協力、発表等がで

きるように課題を設定する。 

〇作業記録表、振り返りシート

を改善し活用する。問題解決

が生徒自身でできるように、

適切な支援をしていく。 

＜家庭分野＞ 

〇身近な生活の中の課題に取

り組み、その結果をレポート

やワークシートにまとめ、発

表したり話し合う機会を増

やし、互いに創造力、発想力、

表現力を広げられる指導を

行う。 

〇ICT を活用し理解しやすい説

明を取り入れる。動画などを

用いて詐欺被害の種類や内

容を知らせ、解決するための

思考力、判断力を身につけさ

せる。 

〇家庭生活で習得した 

知識・技能を活用して、裁縫や

調理器具の扱い、調理実習、

洗濯実習、住居の手入れなど

の課題を長期休暇中に体験

学習することで、知識・技能

の定着と向上を図っていく。 

 

 


